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abstract:1tis frequently said thatthere is a regional difference in the use ofhigh・tech devices such as the ce11 Phone. But
the empirical evidence is few to be found regarding details of the literacy and the use of such devices. 1n this paper,
authors focused on the use ofthe ceⅡ Phone by senior people living in Yokohama city and lshigaki city. The result ofthe
interview research showed that there are di仟erences in the literacy for high・tech devices and the use of the ceⅡ Phone
beNeen Yokohama and lshigaki. Although the self・evaluations on the literacy for the ce11 Phone were the same for both
districts, the substantia11iteracy level was higher for Yokohama
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1.はじめに

高齢化時代を迎え、機器やシステムのデザインにあたり、そ

のユーザとしての高齢者が意識されるようになってきた。その

流れを受けて、B木においては高齢者を対象とした携帯竃訊

の開発が行われ、高齢者向けの機種やサービスが提供される

ようになった。高齢者向けの機種では、高齢者の身体特性を

ぢ慮して、画面表示や入カインタフェースに特徴を持たせた

携帯竃話が設計されている[U。また、GPS 機能を利用した所
在確認などの支援サービスの提供も行われている。

しかしながら、高齢者世代における携帯電話の利用率は、

他の世代よりも低い[2]。また、日木では携帯竃話の利活用が
先進的で、携帯竃話の普及によって日本におけるデジタルデ

バイドは緩和されたといわれている[3]が、2007年に第者らが
行った質問紙調査では、高齢者世代における携帯竃話の利

活用に地域差が存在していることが明らかとなった[4]。携帯
竃話でコミュニケーションをとる相乎に関しては共通性がみら

れたが、地方都市に在住している高齢者は、都市部の高齢者

と比較して、携帯竃話でのメールの利用率が低いという結果

が得られた。

木論では、高断者における携帯竃話の利用実態に関する

インタビューデータをもとに、地域差の一伊ルして、メーノレの利

用について報告する。

ある。参ぢにした2005年の国勢調査[5]の抜粋を表1に示す。

横浜市については、横浜市内にある地区センターの利用

者16■(男女8名ずつ)と、また不垣市については、社団法人
不畑市シルバー人材センターの会員8名(男女4名ずつ)のA
計24条に対して実施した。

なお、WH0 では 65 歳以上を高齢者と定義しているが、シ

ルバー人材センターの会員が 60 才以上であることや定年退

職などによる生活の変化が 60 歳前後で起こることを理山に、

木研究では60-64歳の人についても高齢者として扱う。

高齢者を年齢によって 60代前半、60代後半、70代前半、

70 代後半にわけ、横浜市では各 4 瑠ずつ(平均 68.44 歳、
SD=3.67)、石ナH1市では各 2 名ずつ(平均 68.60 歳、 SD=432)
に対して調査を行った。いずれも男女半数ずつである。

また、今回の調査では、携帯竃話の使い方に焦点をあてた

ため、いずれも携帯竃話保有者を対象とした。したがって、携

帯竃話を保有していない高齢者についての情報、たとえば彼

らが携帯竃話やその利用をどのように考えているか、といった

情報は得られていない。また、地区センターやシルバー人材

センター経山で調査恊力者を募集したため、今回の調査恊力

者は比較的活動的な高齢者が多いとぢぇられる。

2.方法

高齢者の携帯竃話の利用実態に関するインタビュー調査

の概要を以下に記す。

2.1 対象

都市部と地方都市の比較により、携帯竃話の利用に関する

地域差の検討を行うとととした。都市部として神奈川県横浜市、
地方都市として艦島である沖縄県石垣市を選んだ。両地域を
選定した理由は、人口の総数は異なるものの、高齢者人口の

割合、および高齢者を含む世帯の割介が類似しているためで

表1 横浜市と石垣市の高齢者人口と高齢者世帯の割合
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2.2 調査時間と実施場所

調査には一人あたり4時間程度(2時間を2回)を要した。
調査は面接法によって行い、集団ではなく個別に行った。場
所は、主にインフォーマント宅にて実施した。ただし、石畑市
での 1件のみ、インフォーマントの指定した喫茶店での実施と
なった。

2.3 教示と質問内容

まず、調査が学術目的であるととと所要時間にっいて説明
し、回答したくない質問には答えなくてもかまわないこと、個人
情報秘匪への配慮、音声録音にっいて述べ、伺意を得た上
でインタビュー調査を行った。

次に、インフォーマントの家族や友人関係、携帯竃話の利
用経歴にっいて尋ねた後、携帯竃話の利用状況やその他の
メディアとの使い分けに関して、以下の内容の質問に回答して
もらった。なお、インタビューのチ法には半構造化法を用い、
会話の流れによって質問の順序は変更した。

①携帯竃話利用の概要

a-a)携帯竃話を利用し始めたきっかけ
(1-b)利用時間・日的・場所

②通話について

(2-a)固定竃話の利用時間と利用日的
(2-b)固定竃話と携帯竃話の使い分け

(2-C)携帯竃話利用による固定竃話の利用頻度の変化
(2-d)携帯竃話の通話とメールの使い分け

(3)メールにっいて

(3-a)携帯メールの利用経緯
(3-b)パソコンやパソコンメーノレの利用状況
(3-C)携帯メール利用に伴う携帯竃話の利用頻度の変化
(3-d)パソコンメーノレと携帯メーノレの使い分け

④その他のコミュニケーションメディア
(4-a)その他のメディアの利用頻度
(4-b)その他のメティアと挑帯竃話の使い分け
(4-C)携帯竃話利用に伴うその他のメディアの利用頻度の
変化

(4-d)対而でのコミュニケーションにっいて

2.4分析方法

まず、録音した音声データから、各インフォーマントの全ての
発話を書き起とした。その後、書き起こしたテキストデータにグ
ランデツトセオリーアプローチ(GTA)を適用しながら、携帯竃話
の利用に関する地域差の分析を行った。

3.結果

携帯竃話の利用実態に関するインタビュー調査から、居住
地域によって携帯竃話の活用の様子が異なる結果が得られ
た。木論では、携帯竃話を利用したコミュニケーションの実態
を調べるため、携帯竃話に備わっている通話機能とメール機
能にっいて、またそれらと関連する固定竃話による通話と、パ
ソコンを利用したメーノレという合計 4 種類のコミュニケーション
メティアの利用を比較検討した。

3.1 携帯電話メール利用の遷移

固定竃話の通話、パソコンのメール、携帯竃話の通話、およ
びメーノレという4種類のコミュニケーションメディアの利用にっ
いて、横浜市と石垣市のそれぞれの場Aにっいて、併用形態

橋爪絢子,黒須正明,山中敏正

携帯電話・メール

固定電話通話

5

図 1 携帯竃話とメールの併用の遷移図(横浜市n,16)

携帯電話'通話

携帯電話,メール

固定電話通話

図2 携帯竃話とメールの併用の遷移図(石垣市:n.8)

ノやノコン・メール

の変遷の様子を図 1(横浜市)、および図2(石垣丁b)に示す。

いずれの地域でも、固定竃話の通話機能の利用が最初に
位置しているが、横浜市の場介、携帯竃話の通話機能、そし
て扮帯竃話のメール機能の利用へという流れが特徴的である。
このように、携帯電話の利用開始からしばらくは通話機能のみ
しか利用せず、徐々にメール機能も併用するようになったとい

う流れで携帯竃話を活用しているケース(5n6 名)では、「何度
も子どもが教えてくれて、ようやく覚えたβn6 名)」、「難しそうと
思ってあきらめていたが,なんとなく使ってみたらできた(2n6
■)」などの話がうかがえた。また、その一方で、携帯竃話の利
用開始と同時にメール機能と通話機能を併用してぃるケース

も多く見られた(5n6 名)。その場介には、「メールがしたくて扮
帯竃話を購入した(3/16名)」、「緊急用に子どもが教えてくれた
(2n6名)」などの背景があるようである。

横浜市では、図 1 に示したように、固定電話の通話機能の
みの利用からパソコンのメールの併用に移行し、さらに携帯竃
話を利用し始めて携帯竃話の通話機能、それから携帯竃話
のメーノレ機能、という経緯で 4 種類のコミュニケーションメディ
アを併用するようになった高齢者が 3n6 名いた。なお、携帯
竃話の通話機能しか利用せず、メール機能を利用してぃない
高齢者はν16名だけであった。

これに対し、石垣市では、固定竃話と携帯竃話の通話機能
のみの併用をしている高齢者が多い傾向があった。携帯竃話
のメールを利用している高齢者は 2熔楽しかおらず、また、固
定竃話の通話、パソコンのメーノレ、携帯竃話の通話、およびメ
ールという4種類すべてを併用している高齢者はν8名のみで
あった。パソコンのメーノレの利用にっいては、両地域とも、そ
れほど活発ではない。

なお、いずれの場合にも、4 種類のコミュニケーションメディ
アについて、新しいメディアを利用するようになったからといっ

て、従来利用していたメディアを利用しなくなるわけではなく、
目的や相手、状況などによって使い分けをしてぃるようである。
ただし、「携帯竃話を利用し始めたととによって、固定竃話を

5
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使う頻度が少なくなった(横浜市 1ν16名、石垣市5侶■)」とい
う話があり、複数のコミュニケーションメディアを利用しているか
らといって、コミュニケーションの頻度が高くなるわけではなく、

従来利用してきたメディアの利用頻度が減る傾向があるようで
ある。

コミュニケーションメディアの併用の関係をべン図に表現し

たものが図3(横浜市)と図4(孑「垣市)である。この2つの図から、
以下の点を読み取ることができる。

山固定竃話・通話と携帯竃話・通話の磧集介にすべてのイ
ンフォーマントが位置づけられている。いいかえれば、す

べての携帯電話の通話利用者は固定竃話の通話機能を

も利用しているということである。これは、今回の調査刻'象

となった高齢者が携帯電話保有者であったことにも関係

しており、固定竃話の利用者がすべて携帯竃話を利用し

ているとはいえない点については、注意が必、要である。

なかには、「携帯竃話の通話機能の利用によって、囿定

竃話の必、要性を感じなくなった(横浜市 5n6 名、不畑市
2侶名)」というインフォーマントもいたが、全員が固定竃話
を利用し絖け、携帯竃話の通話機能と併用していたこと

は注日すべき点といえる。

(2)(Dの積集介のなかで、パソコンのメールと携帯竃話のメ
ールというメール機能を全く利用していない人数は、横浜

市で V16名であったのに対し、イ1垣市では5侶名と過半

数を超えていた。この点は、地域によるハイテクリテラシ

ーの差異を典型的にあらわしているものといえる。

(3)(Dの積集合のなかで、携帯竃話メールの利用に着目す
ると、横浜市の場介には、パソコンのメールの利用者は

不垣市'と同様に少ないものの、携帯竃話のメールを利用

している高齢者が 10n6 条いたのに対し、石垣市では、

ν8条にすぎない。携帯竃話のメーノレというコミュニケーシ

ヨンメディアが、都市部の横浜市で多く利用されているこ

とは、前述の(2)と同様に、地域によるハイテクリテラシー
の差異といえる。

(4)パソコンのールの利用については、横浜市で 5(2+3)/16
条、不畑市で 2(1+D侶名であり、比率的には近いものと
なっている。また、その比率が低いことから、同じメーノレ機

能を利用するにも、パソコンという機器に対しては高齢者

が抵抗感を抱いている可す断生が示唆される。

3.2 メールを利用しない理由

3.1のべン図からは、横浜市と比較して不垣市では携帯竃話

のメーノレというコミュニケーションメディアの利用者が少ないこ

と、また、パソコンについてはあまり利用されていないことが分

かった。パソコンのメーノレを利用していない理山として、「パソ

コンを保有していない(横浜市5n6名、石垣市3侶名)」、
「パソコンは利用しているが、インターネッNこ接絖していない

(横浜市2n6名、石垣市ν8名)」などがあがった。

さらに、携帯竃話のメールを利用していない理由としては、

「操作を覚えるのが面任Kさい(横浜市2ん6名、石垣市2侶
名)」、「便利そうなのでやってみたいが、メールをする相手が

いない(石垣市2侶名)」などがあがった。携帯竃話でメールを
利用している場介でも、「同世代の友人はメールをしないので、

携帯でメールをする相手は子どもや 30-40 代の若い友人(石

垣市 2侶名)」という話も出ており、石垣市の高齢者は携帯竃
話でメールをしている人が少ないことがうかがえる。

一方、横浜市でも「携帯竃話を用いてコミュニケーションを

する相乎は*に子どもd0ん6 名)」という話が出ているが、同
世代の友人同士でも携帯竃話のメールを利用している場介が

多かった。3.1 でも出てきた「メールがしたくて携帯竃話を購入

した(3n6畠)」という3名は、いずれも「イ巾のいい伺世代の友人
同士が携帯電話のメールでやり取りをしていることを知って、

白分もやりたくなった止述べている。

また、携帯竃話のメールを利用している横浜市の高齢者に

おいても、「何度も子どもが教えてくれて、ようやく覚えた(3n6
名)」、「難しそうと思ってあきらめていたが,なんとなく使ってみ
たらできた(2n6 条)」などのように、利用する前にメールの操作
が難しそうという意識があったり、実際に覚えるのに苦労した

様子がうかがえた。しかしながら、携帯竃話のメールを利用す

るようになってから、「連絡の効率のよさから、必、然的に携帯竃

話向休の利用頻度が増した(4n6名)」という意見もあがった。
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